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技術 冒 家庭科における生活者の育成をめ ざした カ リ キ ュ ラ ム開発
一 衣生活の学習 を例に ー
学習開発コ ース (1 1 220907) 粛 藤 弘 子
本研究は， 中学校技術 ・ 家庭科 家庭分野の学習 を通 して， 生活者の育成を め ざす も ので
あ る。 それに迫 る た めには， 1'tb判的 リ テ ラ シーの育成が不可欠であ る と と も に， 実践的推
論プロ セ ス を取 り 入れた問題解決的な学習が有効であ る と 考えた。 そ こ で、， これま で、問題
解決的な学習の実践が さ れて こ なかっ た衣生活の学習 を対象 と し， カ リ キ ュ ラ ム 開発を行
い， 問題解決的な学習の効果を検証する。
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1 問題の所在 と 方法
(1) 問題の所在及び研究の背景
①家庭分野にお け る 問題解決的な学習
平成 20 年度の学習指導要領改訂に よ り ， 家庭分
野の衣食住 ・ 家庭生活 ・ 消費 ・ 環境な どの各内容
に 「生活の課題 と 実践J と し 1 う 項 目 が加わったo
それは， よ り よ い生活を営む能力や実践的な態度
を育成する こ と をね ら っ た も ので、あ り ， 将来にわ
た っ て 自 立 した生活を営む見通 しを もつ こ と と ，
身近な生活の課題を主体的に と ら え る こ と が必要
と な る。 そのため に， 具体的な実践を通 して， 課
題の解決を 目 指す学習が不可欠 と さ れた。 それは，
生活者 と しての 自 覚を も ち， 日 常生活の 中 か ら課
題を見いだ し， 解決を 目 指す活動に よ っ て学習 を
深めてい く こ と を 明確に示 した も のである。
②家庭科の学ぶ意義 と 問題解決的な学習の重
要な視点
家庭科 と い う 教科について鶴田 (2004) は， I料
理 ・ 裁縫 と い う 技能的な こ と も含むが， 食糧， 住
宅， 環境， 家族 と 法律， 家庭経済， 消費者， ジエ
ンダー， 労働問題な ど， 生活にかかわる様々 な社
会科学 ・ 自 然科学に関連する課題を含み， 生活を
どの よ う に していっ た ら よ いか と い う 視点で学ぶ
総合的な学習 をする教科であ る 」 と 定義 した。 さ
ら に， I �生活者』 と して， 生活文化 ・ 諸環境の
あ り 方を井昨リ的に捉え る こ と が大切であ る。 地球
上の全ての人々 が， 安全で健康的な生活を送る こ
と を求めてお り ， その生活は 自 然 と 共生する も の
でなければな ら ない。 生きてい く ・ 生活する う え
での様々 な問題に他人 と 共同 して取 り 組む こ と が
必要 と さ れている。 そのための知識や能力 を身に
つ け る こ と が家庭科の学ぶ意義」 と 提唱 した。
山 田 (2004) は， I最初に知識や技能を習得 して
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か ら 問題解決的な学習 を行 う と ， あ ら か じめ問題
と 解決の方向 を制限する こ と に陥 り やすく ， 現代
の課題を子 ど も と と も に多面的に検討する こ と は
な り に く い と 考え られる。 同時に， 生活現実を根
本的に問い， 自 分の生活 と それを支え る社会シス
テム を新たに創造・ 表現・発信 してい く 力 と はな り
得ず， 現実への適応， 一定の家族像への同化を招
いて し ま う のではないかj と 懸念 してお り ， 問題
解決的な学習の方法に重要な視点を与えてい る。
③IPISA調査の 「問問軟」 と 家酬と のかか例
PISA (2003) は， 問題解決能力 について， I現実
の領域横断的な現状に直面 した場合に， 認知プロ
セス を用いて， 問題に対処 し， 解決する こ と がで
き る能力」 と 定義 してい る。 PISA と 家庭科 と の関
わ り について， 荒井 (2009) は， その定義の中の 「領
域横断型」 と 「問題解決のプ ロ セ ス を大事にする」
の特性は， 生活の問題に 目 を向 け， 改善や解決方
法を考え， よ り よ い暮 ら し を実践する と い う 家庭
科の 目 標 と 基本的に重な っ てい る と 述べてい る。
それは， 家庭科が対象 と する 生活その ものが， 総
合的で領域横断型だか ら である。 さ ら に PISA 調査
(2003) の出題を見 る と ， I問題解決J の問題の種
類や文脈， I問題解決」 のプロ セ ス は， 家庭科の
学習方法 と して も身近な も のであ る こ と か ら， 家
庭科が担お う と す る 問題解決能力は， PISA の 「問
題解決J が 目 指す学力 と 重な っ ている部分がかな
り あ る と 言える。
④これまで、の実闘受業から見えて き た誌題
『家庭科研究』 の過去 10 年の実践1) を見た と
こ ろ， 食生活に関する 実践が約 5 割， 住生活が 3
害1]， 消費生活 と 環境が約 1 割， 家庭生活が 1 割程
度であ り ， 衣生活の実践はわずか数例程度で、あっ
た。 ま た， 技術 ・ 家庭科研究東北大会や県大会に
おける過去5年のデータを見ても， 衣生活の研究
授業や実践報告は皆無である。 このことから ， 衣
生活の内容 では， 授業研究 がなされていないこと
が浮かび 上がる。
(2)研究の目的
問題の所在及び研究の背景を踏まえ， 学習指導
要領の目標である「課題をもって生活 をよりよく
しようとする能力と態度を育てるjに焦点をおき，
「生活者」の視点から ， これまでの学習内容 やカ
リキュラム ， 生徒の実態をふり返り， r生活者J
の育成を目指したカリキュラム開発を 検討する。
(3)研究の方法
衣生活 の学習において，研究 を進め る。
①村山地区の中学校(14 校) の 家庭科 教員から
の聞き取り調査と， 各学校の衣生活における
カリキュラムの実態を年 間 指導計画資料から
分析する。
②山形市内 の中学校(2校) の生徒 を対象 にア
ンケート調査を実施し， 衣生活に対する 意識
と実態を把握する。
③文献 により， r生活者」の捉え方や， 家庭科
に求めら れている問題解決能力や批判的リテ
ラシ のー概念を明確 にする。
④衣生活の内容において， 問題解決的な学習や，
批判的リテラシーを取り入れた， カリキュラ
ム 作成を行う。
2 先行研究の検討
(1) 家庭科に関わる重要な視点
鶴田敦子(2004)は， r生活者J とは 家庭生活の
営みに価値をおき， それに関わる者としている。
衣食 住の営みによって新たな生活エネノレギーを作
り出すことができ， 生命を生み 育て， 死を看取る
といった機能を担う， 私的な生活 と捉えている。
このような私的な生活 は， 人間にとって重要で、あ
り， 大切 にする立場 に立つ人のことをそう呼ぶ。
「生活者」は， 家庭生活に価値を置いているから
こそ， それが危うくなったり， あるいは保証され
なか ったりすることがらに対しては，異議を唱え
るべき存在である。 つまり， r生活者」から社会
に対して， 発言するとし1う権利を行使する主権者
である。 さらに， r生活者j は， 他 人と共同して
生活課題の解決に取り組む人とも捉えている。
天野正子(1996)は， r生活者」とは， 生活の全
体性を把握する主体であり， 静的な形態ではなく
「生活者」へ と生き方を変えていく1つのダイナ
ミックな日常的実践と定義している。 また， 天野
はそれまで「あたりまえ」と思っていた生き方の
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「あたりまえJに疑し1を抱き， 新しい「もう一つJ
の生き方を模索しはじめ ， 生き方をか えていく過
程を「生活者になっていく」と表現した。
(2) 問題解 決的な学習
荒井紀子(2009)は， 問題解決的な学習のブ。ロセ
スを， Janet， F. Laster (1995)の実践的推論プロセ
スを参考にして， 以下 のように図式化した。 大き
な特徴としては， r行為 に至るプロセス」を重視し
ているところである。
問題へ1 ，1問題の1 1解決の1 J決定と1 J ，炉 問 |口 笠'�I→11�，t主主�I→1選択肢l→γっさ三':-1-1省事lの 着目1 '1 特定1 1 官言寸1 1行動1 1官官|
「問題へ の着目」とは， 問題に気づくことであ
り， 現状を把握レ情報を収集 すること。 「問題
の特定J とは， 状況を分析し問題を明 確 にする
こと。 「解決の選択肢 検討」 は， 問題を解決する
ためにいくつかの選択肢を 検討すること。 「 決定
と行動」とは， 最善と思われることを選択し行動
に移すこと。 「省察」とは， 結果を吟味し， 問題
点を明 ら かにして次 の実践に活 か せるようにす
ること。 さらに， r問題への着目J r問題の特定J
「解決の選択肢 検討」 の場面では， rなぜそうす
るのか Jを多角的に検言すする， 批判的リテラシー
を鍛える活 動が重視されている。批判的リテラシ
にーついては， 問題を様々な角度から み たり，情
報を相対化したり，解決策 の中からベストな案を
見つけ出したりする，粘り強い思考力と提唱して
し、る。
さらにLasterは， 批判的リテラシーを「批判
的・創造的・倫理的な考 えJと捉え， その育成Iこ
向けて，教師は徹成的に追究 させるための発問 の
工夫と， 他者との 意見交換 の場面や，クラス全体
で共有 する場面など，協同的な学び の場面設定が
必要不可欠だと述べており，他者と一緒 に考 える
こ と を 実 践 的 な 推論 と称し て い る 。 ま た ，
Eugene，B. Zechrneister (1992) ， James，E. Johnson 
(19 22)は， 批判的な思考力は，効率的なコツと訓
練 によってある程度伸ばすことが可能であり，そ
の有効な手段は思考の原則を提示することであ
るとも述べている。
(3) これまでの実践の鞘敷
①『 家庭科研究』過去10 年の実践
前述した『 家庭科研究』 に掲載された過去10
年の実践を調べると， 実践的推論プロセスを用い
た実践は皆無である。 また， 実践的推論プロセス
を一部活 用していたり， 問題解決的な学習を取り
入れたりしている実践は数例あるものの， 食生活
や 住 生活の内容 が主であり， 衣生活の内容に関す
る実践は 1つもない。
さらに， 問題解決的な学習の実践を取り上げ，
その学習過程に注目すると， 全ての実践において
最初に 基礎的・基本的な知識や技能 を習得させて
から ， その後， 問 題解決的な学習を取り入れてい
る。 その中には， 教師が提示した課 題を生徒 が追
究 するという実践が約2割， 問 題解決的な学習を
しながら も最後の授業 で教師がまとめ を行い， 方
向づけする実践が約1割程度見ら れる。 さらに，
問 題解決的な学習を単元の柱に置き， それを支え
る基礎的・基本的な知識や技能などを学習するカ
リキュラム を取り入れている実践は皆無である。
②村山地区中学校の技術・家庭科の実践
村山地区中学校のうち，14校 で衣生活の学習カ
リキュラム を調査したところ， 全ての中学校にお
いて， 基礎的・基本的な知識や技能 を習得する学
習から スタートしている。 また， カリキュラム 構
成も学習指導要領に示された学習内容の順番に沿
って作成されている。 さらに， そのカリキュラム
の中に， 製作時間も設けら れており， その時間 は
衣生活の学習の約2 /3 を占め ている。 授業 時数が
少ない上， 食生活や 住 生活 など{也の学習時間も確
保しなければなら ないため ， 衣生活の学習ばか り
に多くの時間をとることができない現状がある。
そのために， 基礎的・基本的な知識と技能の習得
と製作実習のみになってしまう傾向がある。
3 実践と結果(明らかになったこと)
平成 20 年 度改訂の学習指導要領技術・家庭科
編家庭分野 rc衣生活 ・住 生活 と自立」の r(1 ) 
衣生活の選択と手入れJr (3 )布を用いた物の製作J，
rD身近な消費生活 と環境j の r(1 )家庭生活 と消
費J r (2 )家庭生活 と環境」について， 横断的， か
っ総合的なカリキュラム を作成した。
(1 )題材の目標
①衣服のはたら き， 衣生活の歴史や文化，社会
や環境との関わりに関心を持ち， 意欲的に学
習に取り組むとともに， 主体的に衣生活 を営
もうとすることができる。( 生活や技術への
関心・意欲・態度)
②衣服のおしゃれを多角的にとら え， 場面に応
じた選択や， 自分の判断 基準を持つことがで
きる。 ( 生活 を工夫し， 創造する能 力)
③自分にとって本当の“おしゃれ"を取り入れた
Tシャツを製作することができる。 ( 生活の
技能)
④衣服のはたら き， 衣生活の歴史や文化，社会
や環境との関わり， 衣服の手入れについて，
理解することができる。( 生活や技術について
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の知識・理解)
(2 )学習計画
学習活動(轍) 古目指す生柱時
1，自分好み自主闘を見 古自分好みのま眠を桝写真で査すこと
ゴt，その理由を考え ができる。
る。(15) 古その衣服�il!んだ理帥?儲からど
のようなイメサを持たれるかを考Ã?Jこ
とができる。
2，紙面77'ïション 古紙面7nションシ?をiT�\欄1:は
ショ}を行う。(15) 時々な見方怖じ方があ6こと1:気づ(こ
tができる。
古おしゃれにつ比Iて考えることができる。
古自分にとってのおしゃltについて課題を
持っこtができる。
3，在自t人的心理1:関 古衣服t入品心理から，柑1:lt圏性1:
する実験を行う。(1) 応じt着用やl目的1:応じt闘があるこ
1:1:気づ(こtができる。
4ま閣の流行t歴史1 時行の歴史や文化について認ベ1諸行
文化について考�ÍI. 1:lt社会的1文化的な倒置があるこtに
(1) 気づ(ことができる。
5衣服自製造過程慨 *i簡の異なる衣服を比較しlま閣の製
製自由開通についてまt 造過程1既製閣の貫通についてまtめるこ
める。(1) とができる。
6，本当のおしゃれにつ 時臨時行がもたらす影響を多角的な
いて考えをまtめる。 視点で考i本当のおしゃれに叩て考
(1) �，まとめるこtができる。
7自分。考えた本当の 世自分自考える本当のおしゃれを取り入
おしゃれを取り入れたT ltt:Tシャツのデザインを考�，デザイン
シャツを製作する。 (7) 国を描(こtができる。
古材料や用具校生かっ適切に世間し
i情的1:製作することができる。
8， Tシャツの手入れを行 1iTシャツのi�れを調べ，そのi�ltl:直し
う。(2) た方法で，汚れを落tすこtができる。
9φ7nションショーを行 t製作したTシャツを着用して?自分の考
う。(2) えるおしゃれについて説明することができ
もl
世これまでのま生活由学習をふりEり，今
佐のま生活について的考えをまt悦こと
ができるe
。教閣の手だて
077ルョンシ1ーの視聴や77')ション雑誌t衣服申
広告を参考1:させる。
0-人白人に選んだ理由鋭意させl臓がどのよう
なイメージをI�ったかを話し合わせる。
0おし仰についてのイメージ特��，併文字を用
いて出し合わせ!これからの学習:向けて問題意請を
持tせる。
O主目的色1:よって，見る人のイメージb(異材ことに
気づかせるために，様々な色町Tシャツを着脱せÍI.
0制服ぬ閣の間心理について考�ðせるために?
日一I�プレイ杭う。
C雑誌や出告など1:着目さtま目的責行1:気づか
せる。
0中世ヨーロッバの歎自主聞の写真似干のス
カー卜Iのまitの結l新町構造園などを資料として
慢示する。
Oli格の異なるシャツを提示しl見た目や手触り?意
材?表示から比較させる。
0エネルギー問題や環境について考えさせÍI.
0読行のま閣の写真��示する。
0ま閣の流行がもたらす事警についてs心理的l社会
的1経費側面や耕，さらには閥的1閥的な視
野で多角的1:考iさせる。
0親方法を具体的に考iさせるために， Tシャツ申
素材怜，附l模持などの視点t与iる。
0材料州異的自い方It，最初由時間1:説明すÍI.
0鱗民自E評臨カード1:記入させるこtで進齢
担lïðせる。
0小グループで製非加l教え古いをEす。まt割問
指導を行いl必要1:応じて醐1:指導する。
O日常生活で起こるi�M怖させ，耀の方法を貴
料や実験t過して調べさせる。
Oi坊を長時間故量LI:布i:i�れt磁の布由i�れ
落ちを実験し!比較させÍI.
OTシャツに合う下去を考えさせe着用させる。
0自分の製作し!こTシャツ憾こ札方!札州|こっ
いての叡枇比較はがらl他者自発表網(ように
慢す。
0宇宙プリントにまとめるように指示する。
(3 ) カ リ キ ュ ラ ムの特徴
①問 題解決的な学習 を柱においた学習を展開
し， それを支える基礎的・基本的な知識や技
能などを学習する。( 図1 ) 
②実践的推論プロセスを取り入れ，社昨り的リテ
ラシーを育成するために， r問 題発見J r情報
収集・検証・比較検討Jr謝尺肢の検討・決定Jの
場面では， rなぜそうするのか J rそうするこ
とによってどうなるのか 」を多角的に考 えた
り， 検証したりする場面を設ける。( 図 2 ) 
図 1 . 実践的推論プロセスを取 り 入れた問題解決
的な学習の展開
-ーーーーーー < 主主主主 多官 民男 >
1 1'1身呈直 1 1 l 発見 I l r お し ゃれJ と は 何か
・なぜ， 人 は衣服を滑るの也、
な�. 人 は お Lゃオ1しをす毛， <7:> 也、
な ぜ . 衣服には流行があ る の か
なぜ， 衣 服 に は 様 々 な索 材 が あ る の か
え￡ 吃� . 芸ミ目匝0コliffiキ各泊ぐそ子才しそデ才、要己主￡る ロコ ヵ、
堤ま� . ヨl<:H艮 r，玄完費え� <えよ在会と宇舎T士、ご し言Zう <7:> 泊、
え��. ;&H匝tこr;;l:弓三p、才Lが必吾耳なの か
- 人 が流行を追 う と 当 事
寄普 ・ 1司 匪E ・ 1"Î":講健 〈ネ土妥当官 〉 ・潔境Iまどうなるか
- 王室長高月 白勺 冒 主豆其月 白勺尤￡字見屈託か ら 考 え る と ど う か
本 当 の お しゃ れ と は何 か
図 2 . 批判的 リ テラ シーの育成をめ ざ した発問の
工夫
4 考察
衣生活の学習 に問題解決的な学習 を 取 り 入れ
る こ と を試みた。 こ のカ リ キュ ラ ム は， 製作時間
を入れて も ， これま で、 と ほぼ同様の時間内で実践
す る こ と ができ る。 ま た， 生徒は実生活の問題を
解決 しなが ら， 必然的に基礎的 ・ 基本的な知識や
技能を習得す る こ と が可能 と な る。 さ ら に， í行為
に至る プロ セス J を重視する こ と に よ っ て， 結果
を吟味 し， 問題点を明 ら かに して， 次の実践に活
かせる 学習 と な る こ と が期待でき る。
5 到達点 と 課題
(1) 研究に 関する到達点
①衣生活の学習におけ る カ リ キ ュ ラ ムの実態，
生徒の学習状況や衣生活の関心 と 実態につい
て把握する こ と がで き ， 衣生活の授業につい
ての問題点 と ， 改善の方向性を見つ け る こ と
ができ た。
②衣生活の内容での問題解決的な学習のカ リ
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キュ ラ ム を作成する こ と ができ た。
(2) 課題
①批判的 り テ ラ シーの育成に向け， どの よ う な
発問や思考場面の設定が有効かを検証する。
②衣生活の学習お け る 問題解決的な学習カ リ
キ ュ ラ ムの有効性や， 生徒の社昨拍句 リ テ ラ シ
ーの育成を， どの よ う に評価 ・ 分析する かを
検討する。
③生活者の育成の検証方法を検討する。
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